
本号の編集にあたって
土壌汚染対策法は，平成22年 4 月の大幅改正で自然由来物質を含む建設発生土も法の対象となり，それから 7 年が経

過，一部が改正されます。
自然由来物質毎で多様な性質と挙動を示し，汚染状況・条件の現場毎の違いや複雑さを背景に，自然由来物質の分布

や賦存状況の調査，自然由来物質による土壌・地下水汚染の対策について，多種多様な技術開発が日々行われています。
経済的で効果的な調査と対策を行うには，対象地盤，対象物質，調査・修復段階に応じて，最適な方法の選定が必要で
す。例えば，岩石中に存在する特定化学成分の判定手法や発生土の処理方法を検討し，現場状況に応じた封じ込めや不
溶化等の対策も実施されています。一方，対策の施工管理，周辺環境保全，モニタリング等による性能確認も重要な事
項で，細かな配慮が求められます。

法の改正で，汚染土壌を汚染サイト外へ極力搬出することなく，より安価な措置対策が期待される中，掘削除去によ
る対策が未だ多い状況です。土壌・地下水汚染に対応する技術は進んだものの，発展の段階にあるとも言え，更なる技
術開発が期待されます。そこで本号では，「自然由来物質への対応」と題した特集を企画しました。

総説では，発生土の利用と自然由来物質に関する動向と課題について，論説では，公共工事における自然由来物質を
含む建設発生土への対応方針，土壌・岩石の自然由来物質に関わる調査全般について解説されています。

さらに 5 編の報告では，掘削ずりの道路盛土内の物質移行に関する観測，自然由来物質の溶出現象における熱力学的
解析の利用，地下ダムのマンガン水の分析と低減化手法の紹介に加え，新第三紀海成堆積岩の酸性化可能性・砒素の溶
出傾向の評価や，自然由来重金属等含有土の環境負荷低減技術など，多岐に渡って執筆頂きました。

本号の特集が，会員の皆様にとって有益なものとなり，自然由来物質への適切な対応の一助になることを期待してい
ます。 「自然由来物質への対応」特集担当 倉 田 大 輔（くらた だいすけ)

本号は 7 月12日から15日にかけて，名古屋国際会議場において開催された第52回地盤工学研究発表会の特集号です。
今年度は 3 年ぶりの 7 月開催で，梅雨時期ながらの不安定な天候ではありましたが，1 910名の方にご参加いただき，
1 076件の発表がありました。

今年の発表会でも，研究発表セッション，展望，ディスカッションセッション，特別セッション，北海道豪雨災害報
告会，サロン・土・カフェ W，平成29年 7 月九州北部豪雨 緊急災害報告会，特別講演会，交流会，技術展示，見学会
などの市民向け行事等，多くの行事が開催され，活発な意見交換が行われました。市民向け行事では名古屋国際会議場
において，技術展示のほか，起震車による地震体験や「地盤品質判定士による住宅地盤相談会」，「住宅地盤に潜むリス
クに関する講演会」が開催され，一般市民の方に最も身近な「宅地」から地盤工学についての知見を深めていただき，
自然災害に対する備えの意識を持っていただく良い機会になったと感じております。また，特別セッション，特別講演
会，技術展示など多くの催しが一般開放されており，一般の方の関心を集め，開かれた学会である印象を強く感じてい
ただいたと思います。

本号は，11月号との合併号となっており，毎年12月号は研究発表会に関する特集号となっていますが，発表会で開催
された多くの行事などは地盤工学会ホームページ（https://www.jiban.or.jp/）に掲載されています。ホームページでの
掲載内容は，発表された内容の総括のみならず，討議内容，その中で得られた新たな知見等が簡潔にまとめられており，
研究及び技術動向，将来の展望など会員の皆様に有益な情報を提供できることを期待しています。

最後に，研究発表会の運営にご尽力されました実行委員会をはじめ，研究発表会関係者の皆様に深く感謝申し上げま
すとともに，来年度に開催される高松市での研究発表会がさらに実り多いものになることを祈念いたします。

「第52回地盤工学研究発表会」特集担当  橋 寛 行（たかはし ともゆき)

地盤工学会のホームページ URL https://www.jiban.or.jp/
国際地盤工学会ホームページ http://www.issmge.org/
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